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当職は、2122年 12馬 15銀 午後 5時 36分 から約 1時覇、「:本赤 |‐ 字社豪繊セン'

ター :こ て、猿を ンター医療安全推進室参銀:|1諭氏 (墓 末」を末尾に添 l・l)と 麗談 し、

象 Fの :勺 容を藩取いたしまし′た=,4下 |こ 当職からの質問 とそれた対する濯jll氏 ιつ解

答肉容を記 します。

1.

ハ

言義

診断書の中込みから作戒み,査れ |こ ついて。

憲者様から診断書作成の依頼 :ま 、猛事1業 の文書窓 }1に 中し込んでいただ

くのが通業ですっ憲奏様から朱師 lt診断膳の欽議があ・,た 場合 t,、 運常は

謳事課をご案 1有 します.診断甫告戒の歓類があった場合、医療秘書がカル

ナを確
=慧

、 下書 きをしてから、猛師が確 :ば |′ て作成する場合 と、医師が注

捗作戒す る場合の 二通 りの作成方!J:が あ ります。作成 された診断書 :漱 ス

キャン L´ てカルテに取 り込み、文書窓 ::か らお渡 しするのが

'睡

常の:だ:れ で、

1好 れ′タムみからお渡 しまで、通常 2運年:|の 華撃::]を tヽ たたきます。

1夕 霧:書 を郡 競発 :|:す ることはあ りますか
=

‐毅的に |ま あ りません.住 じ夕1夕ま鋳 :二 、交通事 1衣 などで診簿:群 を驚察 :こ

交魯まする易合、あるいな、非常麟 //先 生てく ヶ爆鍾 ]|‖ |し か来な tヽ まうな

先生の場合 |こ は、そ0場 でお渡 じすることがあ ります。

1夕簿ま書を無舞が注接患若 さん |こ お渡 しすることがあ りますか。
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4.

通常の場合 は、医事課文書窓 :Jで お渡 ししますが、上記の″:タト的な場合

:こ は医饗が直接お渡 じす ることはあ りますこ

診 :弩 書 は、費内の電子 鵞ルテのシステゴム上で作戒す るのですか ?琵難が自分の

PCを使 って 1年 滑丈す るこなつ1あ Ⅲますか
=

医響が だi分 母 PCで 件 1,資 す るこユ まあ ,ま せん.要請が院 [≒ :こ ‡)Cを 持

ち込 ん′で診断書 を作成 す,1ば、物理的 だ iま 言夕断書 とな り得 ますが、それは

:L院 が発行 した 1)の で :ま あ りません。■ 1ス]● 電子 カルテのシステノ、三で作

‐‐
tt.、 確定 された もののみが当院の診断書です〕

診 1析書 ,こ な、供論講求のための1夕 菫書なと
｀
提出先の電 まった書式のも参

があ りますが、それ
=お

上の一技●言夕断書ら場合すま、院内のシステブ、Jlで 、

診断書:作成■,ボ タンアを押す と、電嚢″,た 様式のソー ド,ア ァイルが生成 され、

そこた必要事二質を書き込む彩 |こ な 摯ます.こ :1に より統一の書式の診断書

が作戒 されます.診断書 :二 11贅痺」が押 されますが、これな文書窓 [1や 外来

受付 li贅

“

澤があ りますから、事務振
ll者 が当

『
`ジ

,気存控えな准ねて贅御を

押捺 t´ 、1京 本 をスキ ャン L′ て電子カルデ i■ 取 り込ん′だ うえで、 li者様 :i診

簿:書 を交各|し ます.

診 :鷲 書作成め,倉 :幸 で〔「ギiす る■とはれ∫能で,‐ かし

警戒Ⅲ・ に奪写1す るこな か
'1能

です.11■ 、 1確定 :と す るとそこで 1栞 存

されて最終

“

jな 診薄:書 とな ります.鷲:戒 覇琴 :晨 菫:i鎌 されてお りますが、そ

ゼ1ン を,1毎:す ると、獲線が入 |、 最終畷 とス驚されます。警f戒 Ⅲ
=t「

筆tl

しないで轟力 した場 合 |こ は、横線は人分ません。

電 iち カルナめ奮]壌 話i力 について,

電 IF鵞 ルチをタト|ま でな
'「

1出 力 した場合、 F,澪 Jさ れた文書の冒頭祀i分 i■ 、

「静濯 銀埼 な摯尊」時にシスナムを手:1馬:し た拳::用 者の氏墓、‡‡)が必ず印字 さ

れます .
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8. とは想定 されていること で

ますか
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::.カ ル
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ないただヽヽていないの :こ 、医師が第二者 ,こ 1直接カノL″ テを渡す行為は、医師

の守秘義務 :こ 違反すること|こ なると考 えます。

18.黄鏡 :こ 以義お勤めであった作雇季猛鐸 (以 下「作轟区師1と い う)浄 iゞ霊 偽言夕訴

書行使(3疑 いで警察霧の投さを受 :ナ ていたことは難 っていますか
=

:ま い
.

14 ■れについて、貴鋳で も警察の捜査 を受 :す ま したか。

獲査雛力の歓議 を受 ‡すましためで、竃、か対i怒 ミ′、供述調書 を 3逮 :ま と作

15`

戒 しましたc

警察の獲査で li、 貴院 |ヽ :こ ある、作澤医師が1奎 って ,ヽ た PCか らな診断書の,お

のデータほ発電されなか■)た 、 ヤ蘭いていますが、それな事実で しょうか。

その質覆 :こ は、こf)場 でなお答えし=た しかれます。 1,L.も 裁 ll_所 か ら記I

へ尋門う要議があれ :ゴ その際二輸話 しします。

医舞が、診断書やカルチの情報を しSBメ モ ジ等の記憶嘆体なコピー iン て持 ち

,I:Il ilセ |ま す《奮陸
‐
で t´ ょ うルユ,

それ :衰 14●I能 です.外部の棋沐から写j:ス:の システノ、(ニ アクセスできる場

1誓 な 拭́:I嬌 しんヽあ つ喪・_― た_

写遷の 1、 乙 2号証の 1及 び乙 3琴‐
訂に,1を

ム活り さん、ハ夫さん、ハ‐れ女さん′らのプ∵―ク
し′メプー ト1よ 、三税のカル′チ舞示ら11綾

=を
警てril=1さ れたもので しょうか.

い |ヽ ス_、 二れらのカルチ:ま lI続 め手続 ホ,こ まって覆示され
'1も

のでなあ

り待 ません。 1「 規参考ルテ寵
'it手

続 きでJ:力 されたカルテ :二 :ま 、 た書

`で

:ま

な く、 |●ぶに自:埋 :詳寺等が窪:字 さをしるからです .

‡8作 饗舞師が、1養 浜市の ハ十及 さん―′)往 :ク をしたこヒ:ま

`存
知で しょうか.
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ご確
=ば

しヽただいて,こ オ1´ らめ '

1「 りませんで した。 11資 か ら横浜■
'ま

さです と

てい ると慧います。
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